



































































































































































































































































































































































































































































































業）が養嗣子に迎えられて継いでおられる。 」とある。和造 次男である人物が「迎えられ」というか には霞村の養嗣子となったという意味であり、 「青山家」は「青山霞村家」の意味 なる。また河野仁昭『京都の明治文学─伝統の継承と変革』 （白川書院
　
二〇〇七年一月三〇日）収録の「青山霞村」で
は「甥 策馬を養子にしている。財産分与による分家だったかもしれない。との見解を示している。 （二〇五頁）
　
14	
注
3掲載書
　
六五、一五八頁
15	 「デムポの速い短か歌」六首のうち二首目
　『日本短歌』三巻三号
　
昭和九年
三月一日
　
一一頁
16	
注
3掲載書
　
一一─一二頁
17	
同上
　
一八八頁
18	
同上
　
一四頁
19	
駒敏郎［ほか］編『史料京都見聞記』第二巻紀行Ⅱ、二六五頁
　
法藏館
　
平
成三年一一月二〇日
　
20	
同上
　
四一一頁
21	
駒敏郎［ほか］編『史料京都見聞記』第五巻見聞雑記Ⅱ、六頁
　
法藏館
　
平
─ 148 ─
成四年三月二〇日
22	
注
9掲載書
　
一頁
23	
注
3掲載書
　
一一四
24	
注
9掲載書
　「大阪城の瓦」
　
五六─五八頁
25	 「本願寺御影堂平成大修復推進事務所だより」 六一
　「御影堂の瓦について （三） 」
宗報
　
二〇〇四年一一・一二月号（
http://w
w
w
.hongw
anji.or.jp/hongw
an	
ji/goei/dayori61.htm
l　
二〇一七年一〇月二二日閲覧）
26	
井上要編『日本瓦業総覧』日本瓦業総覧刊行会
　
昭和二年七月三一日
　
りの
九四頁
27	
注
3掲載書
　
一三六─一三七頁
＊霞村の墓地調査は、京都市中央図書館参考図書室、真宗大谷派善福寺、北村石
材店社長北村修也氏の多大なご協力を得て可能となった。関係の皆様にお礼申し上げます。
＊文献の引用にあたって、旧字は概ね新字に改めた。追記　
本稿を提出後、北村修也氏が「三五〇年前鬼瓦二職人の名」の記事（二〇一七
年一〇月二五日『京都新聞』朝刊掲載）コピーを送付してくださっ　
それによると、半解体修理が進む京都市上京区の本隆寺本堂の鬼瓦一六個のう
ち六個に万治二年年号とともに、 「伏見深草住瓦師青山市郎右衛門」の名が刻まれていることが確認された。
（なかにし
　
ゆたか
　　　
現代教養学科）
